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で
き
ま
す
。

⑤
　
行
財
政
の
効
率
化

ア
　
総
務
、
企
画
等
の
管
理
部
門

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
相
対

的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事
業

実
施
を
直
接
担
当
す
る
部
門

等
を
手
厚
く
す
る
と
と
も
に
、

職
員
数
を
全
体
的
に
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
　
三
役
や
議
員
、
各
市
町
村
に

置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
委

員
会
や
審
議
会
の
委
員
、
事

務
局
職
員
な
ど
の
総
数
が
減

少
し
、
そ
の
分
経
費
も
節
減

さ
れ
ま
す
。

ウ
　
広
域
的
観
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
文
化
施
設
等
の
公
共

施
設
が
効
率
的
に
配
置
さ
れ
、

狭
い
地
域
で
類
似
施
設
の
重

複
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑥
　
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総

合
的
な
活
力
の
強
化

ア
　
よ
り
大
き
な
市
町
村
の
誕
生

が
、
地
域
の
存
在
感
や
「
格
」

の
向
上
と
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
企
業

の
進
出
や
若
者
の
定
着
、
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘
致
が

期
待
で
き
ま
す
。

イ
　
地
域
の
総
合
力
が
向
上
し
、

全
体
的
な
成
長
力
や
苦
境
を

乗
り
越
え
る
力
が
強
く
な
り

ま
す
。

第
25
次
地
方
制
度
調
査
会

「
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
答

申
」
で
は
、
合
併
を
進
め
る
う
え
で

の
障
害
、
合
併
に
消
極
的
と
な
る
理

由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
合
併
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
が

個
別
・
具
体
の
事
例
に
お
い
て
明

ら
か
に
な
り
に
く
い
。

②
　
合
併
後
の
市
町
村
内
の
中
心
部

と
周
辺
部
で
地
域
格
差
が
生
じ
た

り
、
歴
史
や
文
化
へ
の
愛
着
や
地

域
へ
の
連
帯
感
が
薄
れ
る
と
い
っ

た
懸
念
が
あ
る

③
　
住
民
の
意
見
の
施
策
へ
の
反
映

や
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
に
く
く
な
る
と
い
う
懸
念

が
あ
る
。

④
　
関
係
市
町
村
間
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
や
住
民
負
担
の
格
差
の

調
整
が
難
し
い
こ
と
及
び
市
町
村

に
よ
っ
て
は
財
政
状
況
に
著
し
い

格
差
が
あ
る
こ
と

⑤
　
合
併
に
伴
い
新
し
い
行
財
政
需

要
が
生
ず
る
こ
と
や
一
定
期
間
経

過
後
交
付
税
が
減
少
す
る
こ
と

広報かたしな H14. 7

合
併
の
弊
害
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

Q&A
市町村合併に関する
お問い合わせは役場
総務課まで
158－2111

質問：手数料・使用料の取扱いは、どのようにしたらよいのですか。

答：合併関係市町村の間で、同一目的の施設や、同一の種類の事務について、その使用料または手
数料が異なっている場合は、あらかじめその取扱いについて、合併協議会において、協議し、調整
を図っておくことが必要です。一般的には、編入合併の場合は編入する団体の制度に統一､新設合併
の場合は当面は合併以前のままとし、新市町村において調整としている例が多いようです。協議に
あたっては、住民間の負担の公平を図るよう十分留意し、制度の統一によって住民の負担が増える
場合には、経過措置を検討する必要もあるでしょう。
なお、手数料・使用料については地方自治法において条例で定めることとされていますので、合

併協議会において関係条例の取扱いも含めて、協議しておく必要があります。

ふるさとメールを発行します
7月から、上毛新聞社と協力して、片品村「ふるさとメール」を発行します。内容は、片品村

の広報に掲載された記事及び上毛新聞に掲載された片品村の記事（事件・事故等は除く）を基に

編集されたメールマガジンです。

毎月１回（毎月15日発行の予定）、登録していただいた皆様にＥメールでお届けするものです。

購読は無料です。ぜひ、親戚やお知り合いの方にも声をかけてください。

今のところ、群馬県内では、高崎市・高山村・赤堀町・大胡町が実施しています。

今後の予定
７月１日 上毛新聞ホームページで登録希望者募集開始

７月15日 創刊準備号発行

８月15日 第1号発行

ふるさとメール登録募集

申し込みは http://www.raijin.com/fmail/

問い合せ先 片品村役場総務課　1(58)2111(内線18)
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①
住
民
の
利
便
性
の
向
上

ア
　
利
用
可
能
な
窓
口
の
増
加
に

よ
り
、
住
民
票
の
発
行
な
ど

の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
、
住
居

や
勤
務
地
の
近
く
な
ど
多
く

の
場
所
で
利
用
可
能
に
な
り

ま
す
。

イ
　
旧
市
町
村
界
を
越
え
た
学
校

区
の
見
直
し
に
よ
り
生
活
の

実
態
に
即
し
た
小
中
学
校
区

が
設
定
で
き
ま
す
。

ウ
　
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
他

の
市
町
村
の
公
共
施
設
（
図
書

館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
）
が
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化

ア
　
小
規
模
市
町
村
で
は
設
置
困

難
な
女
性
政
策
や
都
市
計
画
、

国
際
化
、
情
報
化
等
の
専
任

の
組
織
・
職
員
を
置
く
こ
と

が
で
き
、
よ
り
多
様
な
個
性

あ
る
行
政
施
策
の
展
開
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

イ
　
従
来
、
採
用
が
困
難
又
は
十

分
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
専

門
職
の
採
用
・
補
強
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
専
門
的
か
つ

高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

ウ
　
一
般
的
に
、
合
併
の
際
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
は
高
い
水
準
に
、
負
担
は

低
い
水
準
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

エ
　
行
財
政
基
盤
の
強
化
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
安

定
が
図
ら
れ
ま
す
。

オ
　
公
共
的
団
体
等
の
統
合
や
新

設
が
図
ら
れ
、
多
様
な
事
業
、

広
域
的
な
事
業
等
の
展
開
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

カ
　
職
員
の
競
争
が
促
さ
れ
、
多

く
の
職
員
か
ら
有
能
な
役
職

員
を
登
用
で
き
る
と
と
も
に
、

研
修
の
円
滑
な
実
施
が
可
能

に
な
り
、
職
員
が
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
、
行
政
レ
ベ
ル
も

向
上
し
ま
す
。

③
重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備

の
推
進

ア
　
重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な

り
、
地
域
の
中
核
と
な
る
グ

レ
ー
ド
の
高
い
施
設
の
整
備

や
大
規
模
な
投
資
を
必
要
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

④
広
域
的
観
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く

り
と
施
策
展
開

ア
　
広
域
的
視
点
に
立
っ
て
、
道

路
や
公
共
施
設
の
整
備
、
土

地
利
用
、
地
域
の
個
性
を
生

か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
効
果
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
例
】
・
幹
線
道
路
以
外
の
道
路
の

連
結
が
旧
市
町
村
界
を
越
え
て
よ

く
な
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
市
町

村
で
異
な
っ
て
い
た
道
路
の
幅
や

整
備
状
況
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

・
手
狭
な
市
街
地
中
心
部
の
学
校
や
文

化
施
設
を
、
合
併
し
た
周
辺
部
の

ゆ
と
り
あ
る
地
域
に
移
転
し
、
周

辺
部
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
よ
り
広
い
観
点
か
ら
土
地
利
用
を
検

討
・
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

町
村
内
で
、
住
居
ゾ
ー
ン
、
商
業

賑
わ
い
ゾ
ー
ン
、
工
業
ゾ
ー
ン
、

健
康
・
福
祉
・
文
化
ゾ
ー
ン
、
自

然
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
な
ど
を
あ
る

程
度
の
ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
て
設
定

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。

イ
　
環
境
問
題
や
水
資
源
問
題
、

観
光
振
興
な
ど
、
広
域
的
な

調
整
、
取
組
等
を
必
要
と
す

る
課
題
に
関
す
る
施
策
を
有

効
に
展
開
で
き
ま
す
。

【
例
】
・
工
場
か
ら
の
排
煙
規
制
、

排
出
規
制
を
広
域
的
に
実
施
で
き
、

空
気
や
水
の
浄
化
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
等
に
係
る
調

整
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
ま

た
、
処
理
ト
ン
数
の
拡
大
や
統
一

的
な
分
別
ゴ
ミ
収
集
に
よ
り
、
有

効
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
実
施

広報かたしな H14. 7

合
併
の
利
点
（
メ
リ
ッ
ト
）

先月号の広報では、「国が合併を推進しようとする背景」「市町村の合併とは」について

お知らせしました。今回は合併の利点と弊害について考えてみます。

国は､合併特例法の期限内（平成17年3月31日）に合併した場合は、財政的にも制度的に

も様々な支援を準備し、合併を推進しようとしています。厳しい財政状況の中で、閉塞感

に陥った地方自治の打開策としては確かに有効です。しかし、とかく合併の利点ばかりが

強調される中、弊害は全くないのでしょうか。過大な合併後の建設計画や、長期的な財政

運営によっては、合併前の不安や疑問が現実の問題となる危険性もありそうです。

市町村合併の利点と弊害については下記のようなものがありますが、これはあくまでも

一般的なもので、片品村独自のメリット、デメリットを住民、議会、行政が真剣に考え検

討していく必要があります。



5

広報かたしな H14. 7

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
満
席

の
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

又
、
武
尊
花
苗
組
合
の
皆
さ
ん
よ

り
出
席
者
全
員
の
皆
さ
ん
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

敬
老
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
長
生
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
四
年
六
月
十
五
日
（
土
）

片
品
小
学
校
体
育
館
で
小
学
生
、

中
学
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
子
ど
も
会
長
と
各
ス
ポ

少
の
代
表
二
十
九
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
キ
ン
ボ
ー
ル
と
言

う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
チ
ー

ム
の
協
力
性
、
チ
ー
ム
内
で
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
約
二
時
間
の
講
習

で
し
た
。

結
成
三
年
目
を
迎
え
る
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
を
守
る
会
が
、
会
の
最
大
事
業

で
あ
る
日
光
白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
復
元
作
業
を
六
月
二
十
七
日（
木
）

行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
白
根
山
、
弥
陀
池
西

側
斜
面
に
自
生
し
て
い
た
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
を
復
元
さ
せ
よ
う
と
、
平
成
五

年
か
ら
自
然
公
園
指
導
員
と
片
品
村

の
山
野
草
愛
好
家
の
人
た
ち
に
よ
り

始
め
ら
れ
、
昨
年
か
ら
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
を
守
る
会
と
以
前
か
ら
作
業
に
参

加
し
て
い
た
県
立
尾
瀬
高
校
の
生
徒

た
ち
が
合
同
で
作
業
を
行
い
、
今
年

も
昨
年
同
様
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
生
憎
の
梅
雨
空
で
時
々

霧
雨
が
降
る
中
、
作
業
に
参
加
し
た

守
る
会
の
会
員
と
尾
瀬
高
校
の
生
徒

が
、
足
場
の
悪
い
急
斜
面
を
一
生
懸

命
登
り
、
一
株
一
株
丁
寧
に
苗
を
移

植
し
ま
し
た
。

な
お
、
移
植
が
行
わ
れ
た
斜
面
に

は
、
今
ま
で
の
作
業
の
成
果
が
現
れ

紫
色
し
た
可
憐
な
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
六
月
八
日
（
土
）
中

央
公
民
館
二
階
会
議
室
で
お
も
し
ろ

科
学
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

村
内
三
十
一
名
、
村
外
八
名
、
合

計
三
十
九
名
で
「
ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ
を

作
ろ
う
」
鳴
き
声
が
で
る
セ
ミ
の
オ

モ
チ
ャ
を
全
員
で
楽
し
く
作
り
ま
し

た
。

祝
う
行
事
で
す
。

当
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
前
で
各
区

ご
と
に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
午
前

十
一
時
か
ら
式
典
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
片
品

村
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
、

群
馬
県
吟
遊
会
武
尊
支
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
詩
吟
、
星
野
安
枝
さ
ん
に
よ

平
成
十
四
年
度
敬
老
会
が
、
五
月

二
十
八
日
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

敬
老
会
員
七
百
十
二
名
、
来
賓
四
十

八
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
敬
老
会
は
、
村
と
区
長
会
が

主
催
し
、
長
年
社
会
に
尽
く
さ
れ
た

お
年
寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

六
月
四
日
（
火
）
サ
エ
ラ
Ｃ
Ｃ
尾

瀬
に
お
い
て
第
八
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ

大
会
兼
第
四
十
六
回
村
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
各

区
選
手
を
は
じ
め
百
二
十
一
名
が
参

加
し
力
強
い
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
放

っ
て
い
ま
し
た
。

区
対
抗
成
績

優
　
勝
　
　
　
第

六

区

準
優
勝
　
　
　
第

一

区

第
三
位
　
　
　
第

八

区

村
民
ゴ
ル
フ
成
績

優
　
勝
　
　
　
梅
沢
　
吉
朗

準
優
勝
　
　
　
星
　
　
文
夫

第
三
位
　
　
　
吉
野
健
太
郎

女
子
優
勝
　
　
戸
丸
ひ
と
み

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

梅
沢
　
吉
朗
（
67
）

敬
老
会
が
盛
会
に
開
催

第
八
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
六
回
片
品
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

お
も
し
ろ
科
学
教
室
開
催

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会

白
根
山
で
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

の
復
元
作
業
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県 内 の 市 町 村 合 併 の 動 き（広域市町村圏別）
平成14年５月19日現在

前
　
　
橋

主　　　な　　　動　　　き
○　いわゆる「弥彦会談」で、５市町村長が、平成17年３月までの間に、熟度の高まった町村から順次合併す

ることを確認（H13.8.10）。なお、前橋市長は広域圏外の町村との合併についても、希望があれば受け入
れる体制があることを表明している。

○　前橋市、大胡町、宮城村を構成市町村とする「前橋広域市町村任意合併協議会」を発足(H14.4.19)。富
士見村 (H14.4.17)、粕川村 (H14.4.4)は議会の不参加決定を受けて、発足当初からの参加を見送り。

高
　
崎

○　高崎市が中心となり、１１市町村の首長で構成する「高崎都市圏連携会議」を設置しており、その下部組
織として「市町村合併研究会」を設置（H13.8.8）して調査・検討中。

○　高崎広域圏組合のアンケート調査で、合併消極派が優勢との結果（H14.3.7）
○　高崎市の市民アンケートで「合併が必要」との回答が前回比で10.7ポイント減(H14.4.4)

桐
　
　
　
生

○　桐生広域合併調査研究会を設置（H13.8.23）して、桐生市を中心に調査・検討中。
○　桐生市長が、桐生広域圏議会定例会で、合併特例法の期限までに広域圏の枠組みでの合併を推進していく

考えを初めて示す(H14.2.21)。
○　広域圏首長懇談会(H14.3.25)での桐生市長の任意合併協議会設置についての呼びかけを受けて、第２回

の懇談会（H14.4.30）で各市町村の意向を確認したが、設置の決定に至らなかった。
○　藪塚本町の民間団体が中心となって、町民による合併問題を考える会を発足(H14.4.20)
○　藪塚本町は、太田周辺１市６町の合併問題懇談会にも参加している。

伊
　
勢
　
崎

○　伊勢崎市長と市議会議長が、広域圏内の４町村長を訪れ、合併を実現したい考えを公式に伝えた
（H14.3.29）。

○　各市町村の助役を構成員とする「合併問題研究会」と担当職員による「伊勢崎佐波未来都市研究会」で調
査研究を行っている。

○　玉村町は、高崎広域圏、前橋広域圏との組合せについても研究しているが、県央政令指定都市を目標とし
た第一段階として、伊勢崎佐波広域圏での合併を目指す方針を表明。

○　赤堀町では、公募による住民をメンバーとする「市町村合併研究懇談会」を設置している。

東
　
　
　
　
毛

○　太田市及び太田商工会議所が中心となって、中核市を目指した太田周辺１市６町の合併について、石原信
雄氏を座長とする１市６町の首長による「合併問題懇談会」及び事務レベルの「１市６町事務研究会」で
検討を行っている。第７回の懇談会で、５月29日に邑楽町を除く、１市５町で任意合併協議会を設立する
ことで合意（H14.4.12）。邑楽町はオブザーバーで参加する方針。※各市長議会の任意合併協議会参加に
ついての対応：太田市議会了承（2/21）、尾島町議会了承（3/6）、千代田町議会了承(3/5)、大泉町議会
了承（3/1）、薮塚本町議会了承（4/8）、新田町議会了承(5/9)、邑楽町議会了承せず（3/20）

○　１市６町が住民意向調査の結果を発表、合併推進が56％。
○　館林市長が合併問題に関して、２月中に議長とともに邑楽郡内の５町長を個別に訪問し、意見交換をした
（H14.2.1～2.25）。

沼
　
田

○　首長で合併について検討する「広域２１懇談会」を設置（H13.11.5）
○　広域21懇談会において利根沼田一体となって準備体制を整えることについて合意（H14.1.15）
○　首長と正副議長等を構成員とする「利根沼田地域合併問題勉強会」を発足（H14.4.22）

今後、月１回程度勉強会を開催していく予定。

渋

川

○　渋川市の呼びかけで広域圏８市町村の担当課長等による情報交換会を発足（H13.11.19）
○　渋川市長が、広域圏の首長で合併問題の調査研究を行う場を設けることについて、公式に呼びかけている

ことを明らかにした（H14.4.25）。

藤
　
　
岡

○　万場町・中里村の両議会が平成13年11月21日に法定の「万場町・中里村合併協議会」設置の規約を可決、
12月１日に法定協議会を設置。第３回協議会（H14.3.4）で合併協定基本５項目、第４回協議会
（H14.4.8）で37項目、第５回協議会で12項目について了承・決定している。

○　万場町・中里村地域が県から合併重点支援地域に指定される（H14.1.21）
○　藤岡市が中心となり事務レベルの「藤岡地域都市問題研究会」を設置（H13.10.15）
○　藤岡市、吉井町、新町は、高崎都市圏連携会議にも参加している。

富
岡

○　首長及び担当課長で構成する「富岡甘楽合併問題研究会」を設置（H13.6.29）、第４回の研究会では、構
成市町村の正副議長も初めて出席し、次回以降も出席する。

吾
　
　
　
妻

○　吾妻郡全議員による合併研修会を開催（H13.11.26）
○　吾妻郡町村会・議長会合同勉強会を発足（H13.11.27）
○　中之条町（H13.12.11）と吾妻町（H13.12.17）で吾妻東部（中之条町、吾妻町、東村、高山村）での

合併協議会設置に係る住民発議があり、両町長から対象町村長に、協議会の設置について議会に付議する
か否かの意見照会をしたが、付議しない旨の回答をした町村があり、手続きが終了（不成立）した。
※各町村の意見照会に対する回答状況：中之条町付議せず(5/17)、吾妻町付議する(5/17) 、東村付議せ
ず(5/17)、高山村付議せず(5/9)
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星野　宗一

三年間、よろしくお願いし
ます。

（摺　渕）

星　　久夫

三年間、お世話様になりま
す。よろしくお願いします。

（上小川）

佐藤　　清

三年間、よろしくお願いし
ます。

（鍛冶屋）

千明　秀藤

三年間、頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

（中　井）

星野　光義

農業委員として地域と村に
少しでも役立てたらと思いま
す。

（登　戸）

入澤　博文

村の農業振興、経済及び農
産物の活性化を図り、環境づ
くりに努めます。

（細工屋）

鹿野　一郎

未来ある、観光農業の村で
あるように頑張ります。

（栗　生）

深艸　正修

三年間、頑張ります。

（阿　村）

萩原　澄夫

村発展のため頑張っていき
ますので、よろしくお願いし
ます。

（戸　倉）

青木　久雄

三年間、よろしくお願いし
ます。

（鎌　田）

星野　　司

議会代表として、村農業発
展のために努力していきたい
と思います。

議
会
推
薦

（産・建委員長）

星野　傳六

農地が荒れないように取り
組みたいと思います。

農
業
協
同
組
合
推
薦

（農協長）

星野　ゆう

農業は私にとって一番得意
ですが、委員会が付くと心配
があります。とにかく頑張り
ます。

（菅　沼）

笠原さく代

女性の立場を生かしながら、
村の農業振興に頑張りたいと
思います。

（中　里）

◎
農
地
に
関
す
る
ご
相
談
･
お
問
い
合
せ
は
、
地
元

農
業
委
員
又
は
役
場
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
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３年間よろしくお願いします

６月13日に行われた研修会の様子

今
後
三
年
間
、
農
家
の
代
表
と
し
て
村
の
農
政
を
担
う
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
は
五
月
七
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者
十
六
人
（
選
挙
定
数
十
六

人
）
が
無
投
票
で
当
選
し
、
十
二
日
に
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
か
ら
学
識
経
験
者
と
し
て
女
性
二
名
を
含
む
三
名
が
、
農
業
協
同
組
合
か
ら

理
事
一
名
が
推
薦
さ
れ
、
二
十
名
の
新
し
い
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

片
品
村
の
農
業
の
発
展
の
た
め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
順
不
同
　
敬
称
略
）

星野　　實

三年間、お世話様になりま
す。

会
　
長

（古　仲）

萩原　一男

わからない事ばかりですが、
関係方々のご指導を頂きなが
ら職務を全うしたいと思います。

会
長
職
務
代
理

（伊閑町）

星野　貞一

村農業発展のため、微力な
がら努力します。

（須賀川）

星野　岩夫

努力しますので、よろしく
お願いします。

（築　地）

星野　平男

三年間一生懸命頑張ります。

（御座入）

�橋　恵吉

農地を守るという立場から、
三年間皆さんと一緒に頑張り
たいと思います。

（下　平）



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
六
月
俳
句
会

沼
田
市
　
　
桑
原
か
ず
子

白
樺
に
佇
つ
や
松
蝉
時
雨
降
る

高
原
の
花
の
朱
に
染
む
夏
帽
子

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

ふ
れ
て
見
て
鼻
よ
せ
て
見
る
牧
つ
つ
じ

リ
フ
ト
降
り
そ
こ
よ
り
つ
つ
じ
燃
え

た
ち
ぬ

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

牧
つ
つ
じ
抱
え
武
尊
の
峰
し
づ
か

牧
つ
つ
じ
群
れ
し
人
声
風
に
澄
む

沼
田
市
　
　
貝
瀬
　
久
代

影
持
た
ぬ
牛
か
た
ま
り
て
青
嶺
負
ふ

紅
の
鈴
ふ
っ
て
一
薬
草
日
和

沼
田
市
　
　
田
川
　
江
道

梅
雨
寒
の
牧
カ
ラ
カ
ラ
と
リ
フ
ト
音

蒲
公
英
の
絮
は
リ
フ
ト
の
椅
子
に
降
る

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

初
夏
の
風
奏
で
る
葉
音
武
尊
牧

色
冴
え
て
牧
の
つ
つ
じ
の
花
明
り

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

梅
雨
霧
晴
れ
て
鮮
や
か
牧
つ
つ
じ

大
株
の
つ
つ
じ
に
憩
ふ
し
じ
み
蝶

沼
田
市
　
　
小
林
永
久
子

武
尊
嶺
の
匂
ひ
立
た
せ
る
山
開
き

乗
り
合
わ
す
わ
ら
べ
の
眠
夏
の
蝶

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

草
原
や
風
の
静
け
さ
蝉
し
き
り

高
原
に
つ
つ
じ
燃
え
た
り
句
の
集
い

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

天
日
を
透
し
て
雲
の
つ
つ
じ
原

目
を
こ
ら
し
こ
ご
み
て
牧
の
夏
蕨

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

静
け
さ
の
ブ
ナ
林
に
差
す
夏
日
か
な

牧
つ
つ
じ
し
ば
し
憩
い
の
二
人
連
れ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

春
蝉
が
鳴
い
て
賑
わ
す
牧
の
原

ブ
ナ
林
の
芽
吹
き
ま
ば
ゆ
き
裏
武
尊

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

目
こ
ぼ
し
の
蕨
の
太
し
柔
か
な

武
尊
路
で
道
問
う
人
や
郭
公
な
く

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

高
原
の
燃
え
る
つ
つ
じ
に
蝶
が
舞
う

武
尊
路
に
や
さ
し
く
咲
き
し
金
ぽ
う
げ

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

諸
鳥
の
さ
え
ず
る
道
中
深
み
ど
り

つ
つ
じ
咲
く
牧
に
の
ん
び
り
牛
の
む
れ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

山
卯
木
晴
れ
行
く
風
に
色
あ
り
て

ポ
ニ
ー
り
目
若
草
色
に
染
り
け
り

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

千
年
の
歳
月
ひ
そ
と
紅
つ
つ
じ

杲
物
の
ご
と
も
り
あ
を
が
え
る
卵
木
に

武
尊
山
つ
つ
じ
句
会
　
沼
田
市
よ
り
の

句
友
四
人
参
加
　
和
や
か
な
う
ち
に
も

新
し
い
風
の
雰
囲
気
　
広
い
高
原
に
真

紅
の
つ
つ
じ
も
見
事

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
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二年前に私は片品村に参りました。あの時に全然日本
語が分かりませんでした。日本の生活もあまり知りませ
んでした。片品村でみなさんは私の知らない事と質問に
とてもがまんしていろいろ教えてくださいました。私は
一年目にたくさんの事を学びました。片品中の先生方や
友達や教育委員会や片品の方が日本について色々な事を
教えてくださいました。片品村で二年間私はすばらしい
生活がありました。きれいな自然とやさしい人と楽しい
事と静かな生活を大変楽しみました。たくさんのすてき
な思い出をけっして忘れません。片品村のやさしいみな
さん本当にどうもありがとうございました。

I came to Katashina two years ago. At that time
I could not speak any Japanese. I also did not
know much about Japanese life. But everyone
in Katashina was very patient with me and my
questions. In the first year I learned many
things. The teachers, my friends, the Board of
Education, and other kind people taught me
many things about Japan. For two years I had a
wonderful life in Katashina. I really enjoyed the
beautiful nature, kind people, fun events, and
quiet lifestyle. I will never forget my wonderful
memories of Katashina. Thank you to all the
kind people in Katashina.

メアリー先生
から一言

〇甲種防火管理者の資格取得講習会を開催
消防法ではデパートや旅館、病院などのうち収

容人員が30人以上、また学校や工場、事務所な
どのうち収容人員が50人以上の防火対象物を所
有する人は防火管理者を選任し、消防署への届出と
建物の防火に対する管理が義務づけられています。
利根沼田広域消防本部では、上記防火管理者の

資格が取得できる講習会を次のとおり開催します。
と　き ９月４日（水）・５日（木） ２日間

午前９時から午後４時まで
ところ 利根沼田文化会館３階　会議室
受講料 3,500円（テキスト代など含む）
定　員 100人
受　付 ８月１日（木）から16日（金）
受講料を添えて東消防署へ申し込んでください。
詳しいことは　東消防署　1５６－２３００

予 防 課　1２２－３１３７

〇消防設備士試験の実施について
(財)消防試験研究センター群馬県支部（前橋市

大渡町）では、次のとおり、消防設備士試験を実
施します。
消防設備士とは、消防法に基づき設置すること

が義務づけられている消防用設備等を設置する場
合や機能の点検等を行う場合に必要な資格です。
と　き ８月25日（日）
ところ 前橋工業高等学校
受　付 受験願書受付（消防試験研究センター）

７月３日（水）～７月17日（水）
願書配布 受験願書は、東消防署で配布しています。
詳しいことは　東消防署　1５６－２３００

予 防 課　1２２－３１３７



第
一
回
「
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
教
室
」

五
月
二
十
九
日
（
水
）、
利
根
中

学
校
体
育
館
で
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
群
馬
県
パ
ド
ル
テ
ニ
ス

協
会
の
鹿
沼
る
み
子
先
生
を
迎
え
、

ル
ー
ル
説
明
の
後
に
四
班
に
分
か
れ

て
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
は
、
室
内
で
気
軽

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
汗
を
流
し
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。「
今
度
は
グ
ル
ー
プ

で
や
っ
て
み
た
い
ね
。」
と
話
し
て

い
る
人
も
い
ま
し
た
。

第
二
回
「
武
尊
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

六
月
二
十
三
日
（
日
）、
午
前
七

時
三
十
分
東
俣
駐
車
場
に
集
合
し
、

武
尊
山
頂
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し

た
。あ

い
に
く
の
雨
模
様
の
天
候
の
た

め
、
登
山
道
は
ぬ
か
る
み
歩
き
に
く

い
状
況
の
中
、
三
十
一
名
の
受
講
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

先
発
組
と
後
発
組
に
分
か
れ
出
発

し
、
先
発
組
は
頂
上
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
発
組
は
、
悪
天
候

の
た
め
に
頂
上
に
立
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
員
無
事
に
講

座
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頂
上
付
近
に
は
、
き
れ
い
な
シ
ラ

ネ
ア
オ
イ
が
咲
き
、
登
山
道
周
辺
に

は
小
さ
な
花
々
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
下
山
を
終
え
た
参
加
者
を

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
武
尊
牧
場
に

咲
く
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群
落
で
し
た
。

「
今
回
は
、
頂
上
ま
で
行
け
な
か

っ
た
の
で
、
来
年
も
う
一
度
武
尊
山

挑
戦
し
て
み
た
ね
。」、「
今
度
は
尾
瀬

沼
に
行
く
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

な
ど
と
受
講
生
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
協
会
の
方
の
適
切
な
指
導

に
感
謝
致
し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

六
月
八
日
（
土
）、
片
品
小
学
校

校
庭
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。
寿
大
学
学
級
生
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
練
習
を
し
た
後
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。

寿
大
学
学
級
生
、
子
ど
も
達
が
共

に
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

六
月
八
日
（
土
）、
花
咲
地
区
内

の
道
路
美
化
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
第
三
区
の
子
ど
も
達
と
そ
の
保

護
者
の
参
加
に
よ
り
、
約
４
㎞
の
道

の
り
を
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ
や
カ
ン
を

拾
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
を
終
え
た

後
の
お
楽
し
み
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は
、
疲
れ
を
い
や
す
に
は
最
高
の
も

の
で
し
た
。

午
後
は
、
三
世
代
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
約
五
十

名
の
参
加
が
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
よ
る
世
代
間
交
流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
行
事

で
す
が
、
週
五
日
制
が
完
全
実
施
さ

れ
、
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
が
重
視

さ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
あ
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

８月８月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
ガ
キ
大
将
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

・
第
五
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
子
ど
も
会
球
技
大
会(

村)

・
子
ど
も
会
球
技
大
会(

郡)

・
少
年
の
主
張
利
根
沼
田
大
会

☆
社
会
体
育
関
係

・
区
対
抗
野
球
大
会

☆
ス
ポ
少
関
係

・
蕨
市
と
の
交
流
会

☆
学
校
関
係

◇
全
体

・
小
学
校
水
泳
記
録
会

・
始
業
式

◇
片
小

・
家
庭
訪
問

・
演
劇
教
室

◇
北
小

・
校
内
水
泳
記
録
会

◇
南
小

・
ス
ポ
少
キ
ャ
ン
プ

◇
武
小

・
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
親
子
行
事
）

・
校
内
水
泳
記
録
会

５
・
６
日

下
旬

11
日

18
日

30
日

16
日
〜

18
日
・
19
日

１
日

26
日

７
月
29
日
〜
６
日

26
日

30
日

未
定

10
日

26
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

8

広報かたしな H14. 7

生涯学習コーナー

○
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

○
寿
大
学
・
ガ
キ
大
将
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

○
健
全
育
成
活
動
（
第
三
区
）
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広報かたしな H14. 7

第
六
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
と
出
演
者
の
募
集
に
つ
い
て

片
品
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
平
成
八
年
六
月
二
五

日
か
ら
六
年
間
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
花
咲
の
星
野
正
夫
さ
ん
と

平
成
十
一
年
六
月
二
五
日
か
ら
三
年

間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
鎌
田

の
星
野
賢
二
さ
ん
が
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
。

両
氏
の
後
任
と
し
ま
し
て
、
東
小

川
の
千
明
好
次
さ
ん
と
、
築
地
の
小

林
正
雄
さ
ん
を
選
任
し
、
両
氏
と
も

六
月
二
五
日
付
け
で
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
、
農
業

や
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
の「
第
一

号
被
保
険
者
」
は
、
月
額
一
三
、
三

〇
〇
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
る
の
を
忘
れ
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、

万
が
一
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
の
障

害
者
年
金
や
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
四
年
度
の
納
付
期
限
は
次

の
と
お
り
で
す
。

片
品
村
文
化
協
会
Ｋ
Ｍ
Ｃ
で
は
毎

年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
八
月
二
五
日（
日
）

午
後
三
時
か
ら
片
品
村
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

開
催
に
あ
た
り
出
演
バ
ン
ド
の
募

集
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
資
格

村
内
在
住
ま
た
は
村
内
就
業
就
学

申
込
先

片
品
村
教
育
委
員
会
事
務
局

1（
58
）
２
１
１
１
内
線
71

申
込
期
限

平
成
十
四
年
八
月
二
日

「
21
世
紀
の
森
」
野
外
音
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す

今
年
で
第
四
回
を
迎
え
る
群
馬
県

主
催
の
「
二
十
一
世
紀
の
森
」
野
外

音
楽
祭
が
来
る
八
月
二
五
日
（
日
）

沼
田
市
と
川
場
村
に
ま
た
が
る
県
立

森
林
公
園
「
二
十
一
世
紀
の
森
」
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
歌
手
の
「
南
こ
う
せ
つ
」

さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
十
時
開

場
で
午
前
十
一
時
か
ら
地
元
音
楽
団

体
の
演
奏
発
表
、
午
後
一
時
か
ら

南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
の
予
定
で

す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
一
枚
三

〇
〇
〇

円
で
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
経
済
課
お
よ
び
観
光
協

会
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
及
び
老
人

医
療
受
給
者
が
入
院
し
た
と
き
は
、

負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
入
院
時
の
食
事
療

養
費
の
標
準
負
担
額（
自
己
負
担
額
）

が
、
老
人
医
療
受
給
者
は
標
準
負
担

額
と
入
院
時
一
部
負
担
金
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
内
容

な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
該
当

者
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
認
定
制
度
﹈

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
人
医

療
受
給
者
の
入
院
時
一
部
負
担
金

は
、
適
用
の
認
定
を
受
け
る
と
、
同

一
の
月
に
同
一
の
保
険
医
療
機
関
な

ど
に
支
払
う
限
度
額
は
三
万
五
千
四

百
円
ま
で
に
な
り
ま
す
。

﹇
認
定
証
の
交
付
﹈

こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
役
場

保
健
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
後
に
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
認
定
証
は
、
保
険
医
療
機
関
の

窓
口
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
用
意
す
る
も
の
﹈

被
保
険
者
証
、
老
人
医
療
受
給
者

証（
受
給
者
の
み
）印
鑑

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
申
請
を
す
る
と

負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

食事療養費標準負担額

一 般 加 入 者 780円

650円

500円

300円

入院90日まで

入院91日以上

老齢福祉年金
受給者

住民税
非課税
世帯

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

千
明
好
次
氏

小
林
正
雄
氏

千 明 好 次 氏小 林 正 雄 氏

＊
国
民
年
金
保
険
料
は
　
　

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

納

付

月

四

月

分

五

月

分

六

月

分

七

月

分

八

月

分

九

月

分

十

月

分

十
一
月
分

十
二
月
分

一

月

分

二

月

分

三

月

分

納

付

期

限

五
　
月
三
十
一
日

七
　
月
一
日

七
　
月
三
十
一
日

九
　
月
二
日

九
　
月
三
十
日

十
　
月
三
十
一
日

十
二
月
二
日

一
　
月
六
日

一
　
月
三
十
一
日

二
　
月
二
十
八
日

三
　
月
三
十
一
日

四
　
月
三
十
日

’
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昨
年
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
八
月
一
日
か
ら
供
用
開
始
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
越
本
・
土
出
（
一
部

を
除
く
）
の
ご
家
庭
で
は
水
洗
ト
イ

レ
を
使
用
す
る
こ
と
や
台
所
・
浴
室

洗
濯
の
汚
水
も
下
水
道
に
流
す
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
皆
様
の
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

加
入
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
指

定
工
事
店
又
は
役
場
ダ
ム
対
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
時

十
一
月
十
七
日(

日)
会
　
場

群
馬
県
民
会
館
４
階

４
０
２
･
４
０
３
会
議
室

前
橋
市
日
吉
町
１-

10-

１

受
験
料

一
万
六
千
円

（
当
日
の
受
験
講
習
料
含
む
）

申
込
書
配
布
期
間

八
月
一
日
〜
八
月
三
十
日

申
込
受
付
期
間

八
月
一
日
〜
九
月
六
日

申
込
・
問
合
せ
先

ダ
ム
対
策
課（
内
線
61
）

広報かたしな H14. 7

・
・
・
清
潔
で
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
・
・
・

接続ます�
・・�排水管�

接続ます�
・・�

接続ます�
・・�

公共ます�
・・�

夏休みをたのしく元気に
すごさせるために（保護者の方へ）
７月15日から８月31日を期間として全県下で

「夏の青少年健全育成運動」が実施されます。夏は
青少年が学校や職場から開放され思わぬ事故や非
行が発生する時期でもあります。本村においても
この期間中青少年が楽しく有意義に過ごせること
を目標に、次のとおり推進事項を作成しましたの
で、保護者の皆様の特段のご協力をよろしくお願
いいたします。

１、健康に注意し、規則正しい生活で身体を鍛え
させましょう。

２、家のお手伝いをさせましょう。
３、家族でお互いの行先、帰宅時間をはっきりし

ておきましょう。
４、あいさつの励行を心がけましょう。
５、交通事故にあわないよう注意しましょう。

片品村教育委員会

片品村青少年健全育成会議
重　点　目　標

片品村の青少年の健全な成長を願って、健全育
成中央会議で「片品村の重点目標」を作りました。
地区や学校では、これにもとづいてそれぞれの

目標を立てて実践されるよう、また家庭において
は、親子でよく話し合い、家の目標を確立して実
行されるようお願いいたします。

１．大人も子どももすすんで挨拶をしよう
大人も子どももお互い挨拶をすることで、地域

のコミュニケーションを図るために、この目標を
掲げました。片品の子ども達の素直さをさらに伸
ばして、地域全体で子ども達を育てましょう。

２．家庭学習を習慣づけ学習意欲を高めよう
子どもの本分は学習であり、学校でよく学習す

るには家でもよく勉強する必要があります。親子
で話し合い将来の目標を定め、毎日家庭学習につ
とめましょう。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
太
田
）
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第
六
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
と
出
演
者
の
募
集
に
つ
い
て

片
品
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
平
成
八
年
六
月
二
五

日
か
ら
六
年
間
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
花
咲
の
星
野
正
夫
さ
ん
と

平
成
十
一
年
六
月
二
五
日
か
ら
三
年

間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
鎌
田

の
星
野
賢
二
さ
ん
が
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
。

両
氏
の
後
任
と
し
ま
し
て
、
東
小

川
の
千
明
好
次
さ
ん
と
、
築
地
の
小

林
正
雄
さ
ん
を
選
任
し
、
両
氏
と
も

六
月
二
五
日
付
け
で
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
、
農
業

や
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
の「
第
一

号
被
保
険
者
」
は
、
月
額
一
三
、
三

〇
〇
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
る
の
を
忘
れ
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、

万
が
一
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
の
障

害
者
年
金
や
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
四
年
度
の
納
付
期
限
は
次

の
と
お
り
で
す
。

片
品
村
文
化
協
会
Ｋ
Ｍ
Ｃ
で
は
毎

年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
八
月
二
五
日（
日
）

午
後
三
時
か
ら
片
品
村
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

開
催
に
あ
た
り
出
演
バ
ン
ド
の
募

集
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
資
格

村
内
在
住
ま
た
は
村
内
就
業
就
学

申
込
先

片
品
村
教
育
委
員
会
事
務
局

1（
58
）
２
１
１
１
内
線
71

申
込
期
限

平
成
十
四
年
八
月
二
日

「
21
世
紀
の
森
」
野
外
音
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す

今
年
で
第
四
回
を
迎
え
る
群
馬
県

主
催
の
「
二
十
一
世
紀
の
森
」
野
外

音
楽
祭
が
来
る
八
月
二
五
日
（
日
）

沼
田
市
と
川
場
村
に
ま
た
が
る
県
立

森
林
公
園
「
二
十
一
世
紀
の
森
」
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
歌
手
の
「
南
こ
う
せ
つ
」

さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
十
時
開

場
で
午
前
十
一
時
か
ら
地
元
音
楽
団

体
の
演
奏
発
表
、
午
後
一
時
か
ら

南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
の
予
定
で

す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
一
枚
三

〇
〇
〇

円
で
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
経
済
課
お
よ
び
観
光
協

会
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
及
び
老
人

医
療
受
給
者
が
入
院
し
た
と
き
は
、

負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
入
院
時
の
食
事
療

養
費
の
標
準
負
担
額（
自
己
負
担
額
）

が
、
老
人
医
療
受
給
者
は
標
準
負
担

額
と
入
院
時
一
部
負
担
金
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
内
容

な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
該
当

者
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
認
定
制
度
﹈

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
人
医

療
受
給
者
の
入
院
時
一
部
負
担
金

は
、
適
用
の
認
定
を
受
け
る
と
、
同

一
の
月
に
同
一
の
保
険
医
療
機
関
な

ど
に
支
払
う
限
度
額
は
三
万
五
千
四

百
円
ま
で
に
な
り
ま
す
。

﹇
認
定
証
の
交
付
﹈

こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
役
場

保
健
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
後
に
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
認
定
証
は
、
保
険
医
療
機
関
の

窓
口
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
用
意
す
る
も
の
﹈

被
保
険
者
証
、
老
人
医
療
受
給
者

証（
受
給
者
の
み
）印
鑑

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
申
請
を
す
る
と

負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

食事療養費標準負担額

一 般 加 入 者 780円

650円

500円

300円

入院90日まで

入院91日以上

老齢福祉年金
受給者

住民税
非課税
世帯

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

千
明
好
次
氏

小
林
正
雄
氏

千 明 好 次 氏小 林 正 雄 氏

＊
国
民
年
金
保
険
料
は
　
　

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

納

付

月

四

月

分

五

月

分

六

月

分

七

月

分

八

月

分

九

月

分

十

月

分

十
一
月
分

十
二
月
分

一

月

分

二

月

分

三

月

分

納

付

期

限

五
　
月
三
十
一
日

七
　
月
一
日

七
　
月
三
十
一
日

九
　
月
二
日

九
　
月
三
十
日

十
　
月
三
十
一
日

十
二
月
二
日

一
　
月
六
日

一
　
月
三
十
一
日

二
　
月
二
十
八
日

三
　
月
三
十
一
日

四
　
月
三
十
日

’



12

母
子
家
庭
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て

い
る
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
本
年
８

月
か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。
現
在
、

受
給
者
の
収
入
に
応
じ
て
、
手
当
額

が
２
段
階
（
全
額
支
給
が
月
額
４
万

２
３
７
０
円
、
一
部
支
給
が
月
額
２

万
８
３
５
０
円
）
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
全
部
支
給
及
び
一
部

支
給
の
所
得
の
範
囲
が
変
わ
り
、
一

部
支
給
の
手
当
額
に
つ
い
て
は
、
所

得
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
児
童
扶
養
手
当
は
、
収
入

に
応
じ
て
手
当
額
が
２
段
階
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
収
入
が
増
え
て
も
、

収
入
と
手
当
の
合
計
額
が
か
え
っ
て

減
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い

ま
す
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
就
労
等
に

よ
り
収
入
が
増
え
た
場
合
、
手
当
を

加
え
た
総
収
入
が
な
だ
ら
か
に
増
え

て
い
く
よ
う
に
、
手
当
額
が
き
め
細

か
く
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
請
求
す
る
者
が

母
親
の
場
合
に
は
、
所
得
の
範
囲
に

つ
い
て
次
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。

（
養
育
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
）

ア
、
母
が
そ
の
監
護
す
る
児
童
の
父

か
ら
、
そ
の
児
童
に
つ
い
て

扶
養
義
務
を
履
行
す
る
た
め

の
費
用
と
し
て
受
け
取
る
金

品
等
に
つ
い
て
、
そ
の
金
額

の
80
％
（
１
円
未
満
四
捨
五

入
）
が
所
得
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

イ
、
従
来
、
収
入
か
ら
控
除
し
て
い

た
寡
婦
控
除
、
寡
婦
特
別
加

算
は
控
除
し
な
い
こ
と
と
な

り
ま
す
。

ウ
、
請
求
者
（
母
又
は
養
育
者
を
問

わ
ず
）
が
特
別
障
害
者
控
除

を
受
け
て
い
る
場
合
の
控
除

額
が
35
万
円
か
ら
40
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
見
直
し
に

伴
い
、
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
で
今
回
の
改
正
に
よ

り
手
当
額
が
減
額
と
な
っ
た
方
を
対

象
と
し
て
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
に

新
た
な
貸
付
金
（
特
例
児
童
扶
養
資

金
）
を
設
け
、
無
利
子
の
貸
付
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
手
当
の
実
際
の
支
払
い
は
、
８
月

分
か
ら
11
月
分
ま
で
の
４
ヶ
月
分
を

ま
と
め
て
12
月
に
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
新
し
い
制
度
に
よ
る
手
当
の
支

給
は
、
12
月
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
今
回
改
正
に
伴
っ
て
、
毎

年
の
現
況
届
な
ど
記
載
事
項
も
変
わ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

広報かたしな H14. 7

所
得
の
範
囲
の
見
直
し

制
度
改
正
に
伴
う
配
慮

扶養親族等の数

０　人
１　人
２　人
３　人

190,000
570,000
950,000

1,330,000

920,000
1,300,000
1,717,000
2,271,000

1,920,000
2,300,000
2,680,000
3,060,000

3,114,000
3,650,000
4,125,000
4,600,000

全部支給 限度額
所得ベース 収入ベース 所得ベース 収入ベース

一部支給 限度額

①「全部支給」及び「一部支給」の所得の範囲
（受給者本人の所得制限限度額）

②「全部支給」及び「一部支給」の額（単位：円）
・「一部支給」の手当額については、所得に応じてきめ細かく設定されます。

支給別 児童の数
１　人
２　人
３　人
１　人
２　人
３　人

42,370
47,370
50,370

10,000～42,360
15,000～47,360
18,000～50,360

84,740
94,740
100,740

127,110
142,110
151,110

169,480
189,480
201,480

１ヶ月分 ２ヶ月分 ３ヶ月分 ４ヶ月分

全部
支給

一部
支給

・「一部支給」額の算出方法は次のとおりです。

42,360円(一部支給額の上限)－
{(控除後の所得)－＊所得制限限度額の下限(所得ベース)}×係数(0.0187052)

10円未満を四捨五入
＊所得加算がある場合は、加算後の額を適用します。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~

＜お問い合わせ先＞
・ 片品村役場　住民課　児童扶養手当係

1０２７８－５８－２１１１(内線36)
・ 群馬県　青少年こども課　母子グループ

1０２７－２２６－２６２４

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）
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将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H13．７．23生）

鏑木　勲・由江 さん（土出）のお子さん

命名

人口と世帯(平成14年６月１日現在)世帯数 1,790世帯(－１) 男 2,999人(－４) 女3,097人(＋１) 計6,096人(－３）

フレッシュ・ヤング No.88

美 羽

将来どんな人になってほしいですか
明るく、やさしく、

誰からも好かれる人に
なってほしいです。健
康で元気に育ってくだ
さい。

ちゃん（H13．７．４生）

田辺明宏・明美 さん（土出）のお子さん

命名
茉 由

星 野 栄 子さ
ん 下平（22才）

お
め
で
た

�

萩
原
　
智
幸
　
女
　
憂
　
華
　
戸
　
倉

木
内
　
　
武
　
女
　
さ
や
か
　
鎌
　
田

北
島
　
光
晴
　
男
　
大
　
夢
　
下
　
平

萩
原
　
秀
基
　
女
　
羽
　
麗
　
戸
　
倉

横
坂
　
晃
央
　
男
　
竜
　
樹
　
針
　
山

佐
藤
　
欽
一
　
女
　
璃
　
子
　
鎌
　
田

岩
瀬
　
充
宏
　
女
　
　
聖
　
　
越
　
本

薄
田
　
和
男
　
男
　
壮
　
太
　
摺
　
渕

重
草
　
　
匡
　
男
　
智
　
也
　
須
賀
川

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
七
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
三
人

○
吉
野
　
　
学

鎌
　
田

吉
野
　
広
子

鎌
　
田

○
瀬
下
　
治
保

富
岡
市

星
野
　
美
里

須
賀
川

○
戸
丸
　
和
元

菅
　
沼

星
野
　
智
恵

鎌
　
田

○
大
竹
　
真
也

菅
　
沼

�
瀬
久
美
子

神
奈
川
県

○
星
野
　
新
一

鎌
　
田

鈴
木
せ
つ
子

月
夜
野
町

○
星
野
　
　
勉

土
　
出

横
坂
　
　
恵

沼
田
市

○
阿
部
　
史
朗

月
夜
野
町

山
本
ゆ
か
り

東
小
川

(((((((

萩
原
　
輝
雄
　
五
五
歳
　
築
　
地

大
竹
き
み
子
　
七
七
歳
　
越
　
本

千
明
　
と
き
　
九
九
歳
　
東
小
川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
九
人

五
月
二
十
日
〜
六
月
十
九
日

■両親の名前：禮三、一二三
■職業は何ですか：桜花苑デイサービスで、介護員を
しています。

■趣味は何ですか：映画鑑賞です。
■片品をどう思いますか：環境に恵まれ、村の人みん
なが生き生きとしていると思います。仕事でお年寄
りと接することが多いのですが、片品のお年寄りは、
みんな笑顔が素敵で、元気な方ばかりです。これか
らも、村の人みんなで自然を守り、片品村が元気で
笑顔の絶えない所になってほしいです。それから、
今片品に住んでいるお年寄りと、気軽にあいさつが
交わせ、話ができる、そんな村になっていけたらと
思います。

■好きな異性のタイプ：一緒にいて安心できる人。楽
しい人がいいです。
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名前の「羽」の字に
は自由にのびのび世界
中を飛び回ってほしい
という願いが込められ
ています。そこでいろ
んな物を見たり、体験
して自分らしい生き方
を見つけて欲しい。そ
して何よりも幸せにと
いつもどんな時でも願
っています。
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２文字で、かわいら
しく女の子らしい名前
にしたいと、画数の本
でさがしていました。
いくつか候補をあげて
いた所「茉由」という
名前をみつけ響きが良
かったのと、画数が良
かったので名付けまし
た。
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納期は７月31日です
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今月の納期は

赤ちゃんは正に天使
のようなもの。画数の
いい文字の中に「羽」
があり、どうしてもこ
の字は使いたいなと思
いバランスなども考え
た結果、そんな天使を
イメージして名付けま
した。
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プラグは抜いて、つもったホコリを�
乾いた布で掃除しましょう。�

８月は経済産業省主唱の電気使用安全月間です�

安全エレちゃんからの一言アドバイス�

プラグはときどき�
点検しましょう�




